
疋
邸
ち
千
文
は
一
貫
で
あ
る
。
永
勝
五
年
一
一
一
周
二
日
一
た
。
十
二
年
四
周
十
六
日
百
六
歳
を
以
て
夜
。

附
長
越
理
等
笠
松
包
馬
守
宛
防
の
文
替
に
、
『
百
疋
、
一
ヒ
キ
チ
引
地
↓
デ

γ
チ
ワ
リ
岡
地
制
。

一
一
一
周
よ
り
十
二
局
運
十
質
文
分
震
定
納
被
仰
付
候
。
』
一
ヒ
キ
マ
イ
引
米

J
マ
チ
タ
ラ
マ
イ
町
蹴
米
。

と

い

ふ

も

の

は

是

で

あ

る

。

一

ヒ

キ

マ

ハ

シ

引

廻

滞

政

の

時

、

政

火

犯

・

殺

ヒ
キ
カ
へ
シ
ヨ
引
替
問
加
賀
務
で
銀
預
手
形
一
人
強
盗
犯
の
如
き
罪
人
は
礁
刑
に
蕗
せ
ら
れ
る
前
に

が
行
は
れ
る
に
至
つ
て
は
、
金
〈
硬
貨
を
領
内
で
使
一
引
廻
に
行
は
れ
た
。
引
廻
と
は
、
罪
人
を
公
衆
に
示

用
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
併
し
藩
士
等
の
他
邦
に
一
し
て
普
〈
懲
戒
す
る
法
で
、
遁
常
刑
の
執
行
前
三
日

出
役
叉
は
緩
行
す
る
時
に
は
、
海
内
沼
周
の
金
銀
を
一
聞
に
亙
b
、
城
下
各
町
.
を
巡
行
せ
し
め
る
こ
と
で
あ

要
す
る
故
に
、
常
に
之
を
準
備
し
交
換
の
需
に
隠
ず
一
る
。
罪
人
は
之
を
縛
し
て
路
上
に
跨
ら
し
め
、
人
名

る
錦
、
御
鍔
用
揚
内
に
引
替
腕
の
局
が
あ
っ
た
。
一
と
罪
朕
と
を
起
し
た
業
札
を
立
て
、
『
出
て
見
さ
つ
し

ヒ
キ
ゴ
ウ
目
置
錦

4
ヘ
キ
ゴ
ウ
日
置
郷
。
一
ゃ
い
e
』
と
呼
ば
し
め
、
鎗
を
立
て
た
る
藤
内
二
人
之

ヒ
キ
ヨ
シ
キ
モ
イ
リ
引
越
肝
煎

4
キ
モ
イ
リ
一
に
次
ぎ
、
最
後
に
足
騒
が
之
を
監
し
た
。
罪
人
の
身

肝

煎

。

一

随

衰

弱

し

て

馬

に

来

る

を

得

ぬ

も

の

は

、

容

に

載

せ

ヒ
キ
ヨ
シ
ト
ヲ
ム
ラ
引
越
+
村

4
ト
ヲ
ム
ラ
一
て
踏
は
し
め
た
。

十

村

。

一

ヒ

キ

メ

ヤ

タ

番

目

役

加

賀

穂

の

老

臣

奥

村

祭

ヒ
キ
呉
ナ
・
引
砂
珠
洲
郡
三
崎
郷
に
鴎
す
る
部
一
明
は
射
技
に
建
し
て
ゐ
た
か
ら
、
究
機
四
年
務
が
射

務
。
能
菅
志
徴
に
、
盛
安
五
年
期
彦
太
織
部
廻
之
鶴
一
手
百
人
を
召
抱
へ
た
時
、
そ
の
中
の
四
十
人
を
預
け

付
に
、
『
宇
治
引
砂
村
と
申
践
に
三
四
反
荒
御
座
候
』
一
ら
れ
、
元
和
元
年
十
一
周
前
田
光
高
の
生
ま
れ
た
時
、

と
あ
る
か
ら
、
蛍
時
宇
治
引
砂
一
村
で
あ
っ
た
の
が
、
一
命
に
よ
っ
て
聾
自
の
役
を
勤
め
た
。
爾
後
流
例
と
な

後
に
分
離
し
た
も
の
で
あ
ら
号
と
記
す
る
。
一
。
、
藩
侯
の
妻
室
が
児
を
生
む
時
は
、
祭
聞
の
子
孫

ヒ
キ
ダ
疋
田
河
北
部
小
坂
監
に
回
す
る
郎
帯
。
一
が
必
ず
聾
目
を
行
ひ
、
且
つ
世
子
の
初
め
て
宮
島
障
を

ヒ
キ
ダ
ウ
マ
ノ
ス
ケ
疋
田
右
馬
助
前
田
利
家
一
行
」
際
、
節
能
そ
の
邸
に
小
憩
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
仕
へ
て
百
蕊
十
石
を
受
け
、
天
正
十
一
年
四
周
柳
ヶ
一
ヒ
キ
メ
ン
引
莞
務
政
の
時
、
悶
の
地
味
従
来

瀬
の
役
に
戦
死
し
た
。
子
採
務
に
世
襲
す
る
。
一
よ
り
劣
感
と
な
り
、
米
穀
の
牧
穫
を
減
じ
た
る
掲
合

ヒ
キ
ダ
カ
引
高
藩
政
の
時
、
岡
地
に
援
地
等
一
に
、
定
mm
の
率
を
低
下
す
る
を
い
ふ
。
こ
の
場
合
に

の
あ
っ
た
録
、
一
村
の
地
積
を
減
少
し
た
時
、
検
地
一
は
、
某
村
発
幾
つ
、
内
何
歩
地
味
劣
引
兎
、
残
り
鑓

の
結
果
認
定
し
た
不
足
高
を
い
ふ
。
務
の
攻
納
議
・
一
つ
何
歩
牧
納
菟
と
の
記
録
を
存
し
置
き
、
引
兎
を
鑓

盟
搬
等
を
建
造
し
て
、
村
高
を
減
じ
た
場
合
も
之
に
一
し
た
事
故
の
止
ん
だ
時
は
醤
菟
相
に
復
せ
し
め
た
。

同

じ

い

。

一

叉

不

作

に

よ

っ

て

菟

切

を

許

し

た

場

合

に

は

、

之

を

ヒ
キ
ダ
ナ
ホ
ト
モ
疋
田
直
知
牢
平
と
稽
し
た
。
一
一
作
引
発
叉
は
見
立
引
菟
・
叉
は
見
主
兎
切
と
講
す

高
治
三
年
十
一
周
伊
入
学
卒
の
越
知
百
石
を
相
鎖
し
、
一
る
。
用
鎗
菟
と
い
ふ
も
引
兎
に
同
じ
い
。

定
番
脂
廻
組
に
列
せ
ら
れ
、
寛
文
七
年
七
足
能
美
郡
一
ヒ
キ
メ
ン
ハ
カ

p
ス
ギ
マ
イ
引
克
斗
趨
米
務

代
官
と
な
り
、
事
保
十
年
入
居
六
日
之
を
発
ぜ
ら
れ
一
政
時
代
に
、
村
琵
の
引
mm
せ
ら
れ
た
時
、
そ
の
村
蔵

包
キ
l

包
ク

!
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が
縫
〈
給
人
知
な
る
揚
合
は
、
引
物
成
に
相
笛
ず
る

米
額
を
、
御
算
用
揚
の
切
手
に
よ
っ
て
村
方
に
下

附
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
引
兎
斗
過
米
叉
は
御
蔵
返
米

と
稽
す
る
。
護
し
村
方
で
は
引
発
を
除
い
た
残
像
の

組
額
を
上
納
す
れ
ば
い
L
筈
で
あ
る
が
、
給
人
知
と

の
差
引
が
閑
錐
で
あ
る
か
ら
、
定
発
を
以
て
給
人
に

納
砲
し
、
御
録
用
場
切
手
で
補
償
す
る
の
で
あ
る
。

村
高
が
凡
ぺ
て
給
人
知
な
ら
ず
と
も
、
引
兎
過
多
に

L
て
、
務
が
該
村
よ
り
収
納
す
べ
き
米
額
を
以
て
、

給
人
の
攻
納
不
足
を
繍
ふ
能
は
ざ
る
時
も
之
に
同
じ

い
。
一
作
別
発
に
よ
っ
て
給
人
の
所
得
に
不
足
を
生

じ
た
時
に
は
、
務
の
醸
米
を
以
て
直
接
給
人
に
補
償

し
、
之
を
引
mm
米
と
い
ζ
F
た。

ヒ
キ
メ
ン
マ
イ
引
菟
米

4
ヒ
キ
メ
Y

ハ
カ

p

ス
ギ
マ
イ
引
先
斗
過
米
0

・

ヒ
キ
ヤ
タ
飛
脚
↓
ハ
ヤ
る
チ
ヒ
キ
ヤ
タ
早

道
飛
脚
。
ェ
ド
サ

y
ド
ヒ
キ
ヤ
タ
江
戸
三
度
飛

脚。
ヒ
キ
ヤ
マ
シ
バ
ヰ
奥
山
芝
居
能
美
郡
小
松
な

る
蒐
橋
制
祉
及
び
本
折
日
育
制
祉
の
春
季
祭
穫
は
、

今
五
刃
十
四
日
か
ら
一
一
一
日
間
に
亙
っ
て
執
行
せ
ら

れ
、
除
興
の
曳
山
芝
践
に
最
も
人
気
が
集
中
す
る
。

そ
れ
は
本
町
筋
が
一
=
ヶ
所
詐
り
笛
番
に
な
b
、
車
遣

に
据
ゑ
た
錦
町
械
の
上
で
少
女
紙
舞
伎
を
演
じ
さ
せ
る

の
で
、
十
三
日
は
踊
子
の
衣
装
附
を
行
ひ
、
翌
日
か

ら
盛
夜
撤
回
辻
か
ら
辻
へ
移
動
し
て
開
演
せ
ら
れ

る
。
下
座
の
螺
子
や
チ
ヨ
ポ
の
義
太
夫
は
舞
議
背
面

の
祭
屋
で
演
奏
す
る
の
で
あ
る
。
蛍
の
光
と
い
ふ
替

に
、
小
松
祭
に
引
山
鶴
子
の
槌
輿
は
明
和
三
年
か
と

思
ふ
と
記
さ
れ
て
跨
る
。

ヒ
キ
ユ
ウ
ソ
ウ
シ
ヨ
秘
笈
態
番
松
露
公
採
集

治
編
類
第
百
八
十
丸
冊
の
う
ち
、
加
越
能
=
一
州
に
関

係
の
あ
る
も
の
L
み
を
森
田
平
次
の
勝
潟
し
た
も
の

で
、
寛
平
御
鑑
識
・
管
家
治
誠
・
自
論
記
・
太
閤
素
性

程
・
前
田
家
之
記
・
武
道
致
知
書
私
小
鏡
・
箕
浦
五
郎

左
衛
門
間
醤
・
古
老
紀
談
等
・
問
見
殺
録
・
求
萄
紀
説
・

詩
文
日
記
・
隙
議
録
・
加
賀
商
亜
相
公
諮
誠
・
象
賢
紀

略
・
成
田
家
記
・
お
あ
ん
鴫
・
前
回
慶
次
駿
停
・
古
兵
紀

談
・
本
多
家
士
軍
功
醤
・
横
山
家
士
武
功
醤
・
山
崎
家

士
軍
功
聾
・
寛
永
系
闘
停
・
同
館
宇
系
闘
侮
・
古
老
紀

閲
・
尾
州
麓
傍
・
郡
部
古
利
萄
停
・
正
的
筆
記
・
古
老
笛

聞
記
略
・
加
越
能
萄
間
録
・
奥
村
正
系
締
・
新
作
秘
話
・

袖
日
記
・
千
光
寺
記
・
慶
長
姪
醤
・
細
川
忠
興
記
・
詞
花

拾
灘
・
寸
錦
抄
・
松
波
系
闘
・
大
坂
陣
問
書
・
加
越
能
改

作
起
本
来
陸
・
大
型
寺
城
攻
浅
弁
合
職
問
書
の
四
十

一
一
概
を
含
ん
で
ゐ
る
。

ヒ
グ
チ
カ
ネ
マ
サ
錨
口
議
正
焚
茂
兵
衛
は
松

平
阿
波
守
の
臣
で
あ
っ
た
。
衆
正
遁
穏
は
字
右
衛
門
。

寛
永
十
コ
一
年
前
回
利
常
に
仕
へ
、
古
.
百
石
を
領
し
、

十
五
年
大
小
持
組
に
班
し
、
正
保
四
年
新
川
郡
奉
行

に
任
じ
、
延
費
五
年
発
ぜ
ら
れ
、
元
疎
=
一
年
残
し
た
。

子
孫
相
襲
い
だ
が
、
五
代
次
郎
苦
五
百
石
を
領
し
、

事
和
元
年
=
一
周
廿
九
日
自
殺
し
て
、
家
断
絶
し
た
。

ピ
タ
Z
シ
ヨ
比
丘
尼
所
石
川
郡
泉
野
出
に
、

元
職
・
賀
永
の
頃
ま
で
出
正
尼
が
ゐ
て
、
び
ん
ざ
L

ら
を
な
ら
し
、
献
を
調
ひ
施
物
を
乞
ひ
あ
る
い
た
が
、

後
絶
え
て
比
丘
尼
腕
の
地
名
を
治
し
た
。

ピ
ク
Z
ヅ
カ
比
丘
尼
塚
石
川
郡
泉
な
る
凶
諮

祉
の
向
側
後
方
を
野
村
と
い
ふ
。
も
と
泉
野
新
村
の

支
毘
で
あ
っ
た
が
、
後
に
泉
村
に
屈
し
た
。
こ
の
野

村
の
申
に
比
丘
尼
壌
と
て
、
墳
上
に
こ
様
の
老
松
あ

る
も
の
が
あ
っ
た
。
胎
正
尼
様
の
来
自
は
稼
か
で
な

い。
ヒ
グ
ラ
シ
プ
ヱ
ひ
ぐ
ら
L
ぷ
ゑ
一
加
。
能
管

黒
島
の
俳
人
攻
ト
編
。
京
勝
目
吉
兵
衛
按
。
寛
政
二

年
民
仲
冬
唐
山
の
序
と
、
寛
政
壬
子
夏
四
用
飢
望
信

六
九
七

圃

T
1
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